
 開催地の森町ってこんなとこ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単組（たんそ） 

 自治体ごとの組合組織。単位組合の略。 

◆地本 

 各総合振興局ごとの地域を取りまとめ

る組合組織。単組から代表者が集まり組織

される。地方本部の略。 

◆地方協 

 札幌・旭川・岩見沢・釧路・函館の５か

所の各地方にある協議会。函館は渡島地本

と檜山地本で構成されている。 

◆交流集会 

 １年おきに全道規模と地方協規模で開

催される集会。地方協交流集会の年には、

全国規模の集会も開催される。 
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自治労函館地方協 

交流集会実行委員会 

自
治
労
函
館
地
方
協
交
流
集
会
（
渡
島
・
檜
山
） 

実行委員長：渡島地方本部青年部 

部長 澤田元気（福島町職労） 

～この言葉の意味を知りたい！～ 

函館から車で約１時間。 総人口１７，２４４人。 

渡島半島の空碧く波静かな内浦湾と

緑豊かな秀峰駒ヶ岳の周囲に位置する

森町。南は北斗市と七飯町、東は鹿部町、

南西は厚沢部町、西は八雲町にそれぞれ

接しています。 

毎年５月に開催される観光イベント

「桜まつり」には、足を運ばれた方も多

いのでは？？ 

そして、森町に来たら必ず食べておき

たい海の幸『いかめし』！！帰りに寄り

道してみてはいかがでしょうか？ 

良
い
職
場
と
思
っ
た
仲
間
の

君
！
う
ら
や
ま
し
い
…
。
逆
に
、
一

瞬
考
え
込
ん
だ
仲
間
の
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
か
？
例
え
ば
「
毎
日
残
っ
て
い
る

の
に
サ
ー
ビ
ス
残
業
だ
」「
職
員
が

減
っ
て
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
」

「
休
み
た
く
て
も
仕
事
が
溜
ま
る

か
ら
休
め
な
い
」
な
ど
、
様
々
な
理

由
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
状
況
を
周
り
の
仲
間
は
ど
う
思

っ
て
い
ま
す
か
？
話
を
す
る
と
意

外
に
ど
の
仲
間
も
同
じ
こ
と
を
思

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

一
人
で
考
え
込
ん
で
い
て
も
何

も
解
決
は
出
来
ま
せ
ん
。
で
も
、
仲

間
と
話
し
合
い
、
思
い
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
そ
の
繋
が
り
が
大
き
な
声

と
な
っ
て
問
題
が
表
面
化
す
る
は

ず
で
す
。 

厳
し
い
職
場
環
境
の
中
、
運
動

の
前
進
に
向
け
て
日
々
努
力
さ
れ

て
い
る
渡
島
・
檜
山
の
仲
間
の
皆

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

渡
島
地
方
本
部
青
年
部
で
青
年

部
長
を
し
て
い
ま
す
実
行
委
員
長

の
澤
田
元
気
で
す
。 

い
き
な
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
の

職
場
は
良
い
職
場
で
す
か
？ 

 

で
も
一
方
で
、「
役
員
も
若
く
て

課
題
や
問
題
は
わ
か
る
け
ど
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
単
組
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

問
題
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
が
今
日

の
講
演
や
職
種
別
分
散
会
の
中
で

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！ 

ま
ず
は
、
今
日
集
ま
っ
た
他
単
組

の
仲
間
と
職
場
の
実
態
を
話
し
合

い
、
自
分
の
職
場
の
オ
カ
シ
イ
に
気

づ
く
こ
と
が
第
一
歩
で
す
！ 

そ
し
て
、
単
組
に
持
ち
か
え
り
、

単
組
の
仲
間
と
そ
の
オ
カ
シ
イ
を

共
有
す
る
こ
と
で
「
何
を
す
れ
ば
良

い
の
か
」
が
見
え
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。 

今
日
一
日
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
有

意
義
な
集
会
と
な
る
よ
う
、
遠
慮
せ

ず
に
仲
間
と
楽
し
く
話
し
ま
し
ょ

う
！ 

森町のゆるキャラ 

「さくりん」と「くりたん」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
、
中
央
交
に
参
加
す
る
仲
間
は

次
の
８
名
で
す
。 

◆
渡
島
地
本
〔
７
名
〕 

 

澤
田
元
気
（
福
島
町
職
労
） 

 

池
田
圭
佑
（
鹿
部
町
職
労
） 

 

樋
口
和
志
（
北
斗
市
職
労
） 

 

渡
邉
明
廉
（
北
斗
市
職
労
） 

谷
川
友
美
（
森
町
職
労
） 

 

松
田 

力
（
八
雲
町
職
労
） 

山
田
翔
大
（
全
道
庁
渡
島
総
支
部
） 

 

◆
檜
山
地
本
〔
１
名
〕 

 

井
田
大
樹
（
全
道
庁
檜
山
総
支
部
） 

 

 

７
月
１１
日
（
金
）
か
ら
１３
日

（
日
）
に
か
け
て
山
梨
県
に
て
開
催

さ
れ
る
「
第
１９
回
自
治
労
青
年
女

性
中
央
大
交
流
集
会
に
、
渡
島
・
檜

山
の
仲
間
が
参
加
し
ま
す
。 

函
館
地
方
協
交
流
集
会
や
事
前

学
習
会
で
出
さ
れ
た
仲
間
の
声
を

全
国
の
仲
間
に
伝
え
、
職
場
の
問
題

等
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
す
。
ま

た
、
全
国
の
仲
間
と
の
交
流
の
中
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
今
後

開
催
さ
れ
る
集
会
等
で
報
告
し
て

い
き
ま
す
。 

 

前回開催された第 18回中央交の様子 

（2012 年 7 月 6日～8日） 

●第１回実行委員会 ～ 2014年 1月 18日（土） 函館市 

 【会議内容】開催日程、実行委員会体制を決定！ 

        開催日〔当初〕を 6月 7日（土）と決定！そして、役員体制は実行委員長が澤田元気部長（渡

島地本）、副実行委員長が首藤浩平部長（檜山地本）に決まりました！ 
 
●第２回実行委員会 ～ 2014年 2月 9日（日） 函館市 

 【会議内容】予算案の確認、中央交に向けての教宣紙発行内容を協議！ 

        春闘討論集会の次の日でしたが、皆さん朝早くから会議に出席してくれました！主に、教宣

紙の内容について議論し、「道本部座長養成講座」を中心とした内容にすることを確認しまし

た！（2014年 3月 24日付けで発行） 
 
●第３回実行委員会 ～ 2014年 3月 8日（土） 函館市 

 【会議内容】開催日程の変更、集会の獲得目標・役割・講演内容等を決定！ 

        急遽、他事業との日程が重複したことから開催日程が変更！開催日が 5月 31日（本日）と

なりました。また、日程が変更になったことにより、副実行委員長の首藤部長が『諸般の事情』

により集会不参加を電撃発表！（集会には参加できませんが、事前準備を一生懸命やってくれ

ました！感謝です…。） 
 
●第４回実行委員会 ～ 2014年 4月 19日（土） 厚沢部町 

 【会議内容】発文の確認、事前取り組みの決定！ 

        発文の内容を確認し、地方協に向けて各単組・総支部でどのような事前取り組みをすれば良

いか話し合いました。その結果、「給与制度の総合的見直し」の学習会と職場レポートを活用

しての職場実態討論をしてもらうこととしました！皆さん今日まで事前取り組みは出来まし

たか？ 

 

 

本日の交流集会を迎えるまでに、４回の実行委員会を開催しました。内容等を抜粋して、 

お知らせします！ 

 


